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1. はじめに 

本学では，オブジェクト指向モデリング教育を

対象として ICT を活用した個別学習と対面での

協調学習を組み合わせた授業が実施されている．

学習効果を高めるために，対面での協調学習とし

てのグループ討議を導入し，学生のモチベーショ

ンが向上したり，学生の教え合いにより，理解が

進むなどの効果があることが確認された[1]． 

一方で，グループ討議の準備のための教員の負

担が大きいことなど，いくつか問題点も明らかに

なってきた．そこで，グループ討議を含む演習の

支援システムを開発する．本研究では，システム

開発のうち開発環境の構築，問題情報管理機能，

グループ作成機能の開発を行う． 

2. 開発するシステムの概要 

2.1. コース管理システムとの位置づけ 

コース管理システムで課題を提示し，学生が個

人で課題を実施して提出する．提出した学生のリ

ストを本システムに設定し，本システムでグルー

プ討議の準備やグループ討議の実施と結果の提

出，教員からのフィードバックを支援する． 

2.2. 教員側の支援機能 

 教員側の作業として，課題情報の作成と提示，

グループ討議の準備，フィードバックを支援する

機能を開発する．グループ討議の準備には，課題

状況の確認，グループ分け，ワークシートの作成，

座席表の作成が含まれる．特にワークシートの作

成や座席表の作成などの作業については，このシ

ステムの開発により時間の効率化が望める． 

2.3. 生徒側の支援機能 

生徒側の作業として，グループ討議の実施，教

員からのフィードバックの閲覧を支援する機能

を開発する．グループ討議の部分には係を決めて

ワークシートに記入，一人ずつ解答を発表，発表

に対する質疑応答・コメント，まとめ（グループ

としての解の作成），ワークシートの提出等の作業が含

まれている． 

この中でも現在ワークシート記入などは，紙に手書き

で行なっているため，ワークシートを電子化することで， 

記入や提出，振り返る際作業の効率化が期待される． 

3. 開発環境の構築 

本研究では MacMini 上に開発環境を構築した． 

3.1. Tomcat 

Tomcat は，Java サーブレット・JSP を処理するア

プリケーションサーバである．ApacheTomcat より自分

の環境にあったファイルをダウンロードしインストー

ルした．サーバーとして使うため，サーバー起動時に

Tomcat を起動するための設定も行った． 

3.2. MySQL 

MySQL は，データベースを管理，運用するためのシ

ステムである．MySQL.com よりファイルをダウンロー

ドしインストールを行った．本体インストール後，自動

起動を設定する際にダウンロードした同フォルダ中の

MySQLStartupItem.pkg と MySQL.prePane のインス

トールも行う必要がある．セキュリティ面を強化するた

めターミナルより MySQL のパスワード設定を行った． 

3.3. Mercurial 

 Mercurial とは分散型バージョン管理システムの一

つである．公式サイトよりTortoiseHgというMercurial

のための GUI をダウンロードしインストールすること

で Mercurial 自体が同封されているので扱うことがで

きる．これによりプログラムコードを管理した． 

4. 問題情報管理機能 

本システムのうち問題情報管理機能を作成した．教員

が提示する課題についての情報を問題情報と呼ぶ． 

4.1. 問題情報登録機能 

 教員は問題情報として，課題名，課題内容，提出期限，

提出時刻，再提出の有無，再提出期限，再提出時刻を設

定できる．項目の記入後登録した内容が表示され登録が

完了となる．課題登録中の実行例を図１に示す． 
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図１ 課題登録画面 

 

4.2. 問題情報検索機能 

 検索したいキーワードを入力し，検索ボタンを

クリックすることにより検索が完了となる．課題

名と課題内容の 2つの入力欄の両方に入力した文

字列を含む課題の一覧を得る．その一覧から編集

や削除を行える． 

4.3. 問題情報編集削除機能 

 課題情報検索後，編集と削除のボタンが現れる

ので，それらをクリックすることによりそれぞれ

の処理を行うことができる．編集については，新

規保存と上書き保存を行うことができ，削除につ

いては確認後，削除することができる． 

5. グループ作成機能 

5.1. グループ作成の方法 

•複数の課題ごとにグループを作成する．  

•課題をやってきた人のリストを 3 名ずつに分け

る．•課題をやってこなかった人を 1 名ずつ，い

ずれかのグループに入れる． 

•グループは，できるだけ，過去のグループとメ

ンバーが同じにならないようにする．  

•グループはランダムにメンバーを設定する． 

5.2. 作成したプログラムの説明 

この機能を実装するため以下のクラス作った． 

(1)Group : 1 回の課題で用いるグループ全体を保

持するクラス． 

(2)GroupElement : １つのグループを保持する

クラス． 

(3)GroupGenerator : 過去のグループリストを与え，新

しいグループを生成するクラス．このクラスには履修者

全体の学生の ID と課題を提出した学生の ID を保持す

る．過去のグループとメンバーが同じにならないように，

新しいグループのメンバーを追加する時，過去のグルー

プのメンバーの場所にならないようにする．同じグルー

プになる場合は他のグループに追加する．グループを生

成したら，Group クラスに設定する． 

(4) GroupgeneratorTest : テストを行う主クラス．今回

は複数のグループを作成するテストを行った． 

5.3. プログラムの実行例 

履修者 32 名，提出者 29 名の時に，本プログラムで

グループを作成した例を図２に示す．提出者 4 名のグル

ープ 2 つ，提出者 3 名と未提出者 1 名のグループ 3 つ，

提出者 3 名のグループ 4 つとなっている．2 度目のグル

ープ生成では図３のように異なるグループとなる． 

 

図２ グループ作成実行例(その 1) 

 

図３ グループ作成実行例(その 2) 

 

6. おわりに 

今後，今まで作成してきたプログラムおよび大学院生

が作成中のプログラムを一つにまとめ実際に動かす予

定である．また，授業で実験的に使用して評価する． 
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